
表 1441　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前CRP濃度(mg/dL)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前CRP濃度 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

0.2未満 5,876 249 4 27 36 6,192 133 785 7,110
（％） (94.9) (4.0) (0.1) (0.4) (0.6) (100.0)
0.2～ 1,857 99 4 12 11 1,983 43 240 2,266
（％） (93.6) (5.0) (0.2) (0.6) (0.6) (100.0)
0.5～ 867 40 1 6 3 917 26 130 1,073
（％） (94.5) (4.4) (0.1) (0.7) (0.3) (100.0)
1.0～ 585 22 2 4 3 616 18 81 715
（％） (95.0) (3.6) (0.3) (0.6) (0.5) (100.0)
2.0～ 368 19 1 3 1 392 10 53 455
（％） (93.9) (4.8) (0.3) (0.8) (0.3) (100.0)
4.0～ 153 7 1 161 4 14 179
（％） (95.0) (4.3) (0.6) (100.0)
6.0～ 71 2 73 2 12 87
（％） (97.3) (2.7) (100.0)
8.0～ 46 1 47 1 4 52
（％） (97.9) (2.1) (100.0)

10.0～ 52 1 2 55 1 2 58
（％） (94.5) (1.8) (3.6) (100.0)

15.0～ 28 2 30 1 31
（％） (93.3) (6.7) (100.0)
合計 9,903 440 12 54 57 10,466 239 1,321 12,026
（％） (94.6) (4.2) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)

記載なし 2,286 85 4 14 10 2,399 65 2,640 5,104
（％） (95.3) (3.5) (0.2) (0.6) (0.4) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 0.65 0.51 0.67 0.94 0.87 0.64 0.73 0.52 0.64

標準偏差 2.16 1.12 0.96 2.33 2.97 2.09 2.00 1.14 2.04

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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